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若林　敬子 ［著］

r学校統廃合の社会学的研究』

広島県立 大学 河野 員博

　本書 は ， 学校統廃合に っ い て の 社会学

的な労作で ある。 ただ し対象 と して い る

の は主 と して 戦後 日本の公 立小 ・中学校

で あり，高校の統廃合は射程外とな っ て

い る 。 また地域的な区分で い えば ，
い わ

ゆ る過疎地 ・中山聞地域が主 た る舞台と

な っ て お り， 昨今漸増 しつ つ ある都市 中

心 部特有の 過密あるい は ドーナ ツ現象に

起 因する統廃合に っ い て はあま り触れ ら

れて は い ない 。 しか しそ の よ うな限定は

あ る もの の ，学校統廃合の 歴史 ・理論 ・

実態が丹念に 整理されて い る姿は 読者に

よ く伝わ っ て くる。

　構成 に っ い て 述 べ ると，総頁数が 490

頁とか な り大部な書で あ るが，実 は著者

がこ れまで に発表して きた諸論文 （
一

部

未発表あ り） の ア ン ソ ロ ジ ーで ある 。 た

だ今回 の 発刊に 際 して 全面的な書 き換え

を行 っ て い る点 は ， 著者が 断 っ て い る こ

と も付記 して お く。 ちなみ に初 出論文の

時期が 昭和44年 で あ り ， 直近論文が平成

11年で あ るこ とか らして ，約30年間の 集

大成 とい え る 。 全体は 3 っ に分かれ，第

1章か ら 5章 までが 理論編 第 6章か ら

11章までが学区変更を扱 っ た実証編 第

12章か ら16章まで が学校統合紛争を扱 っ

た 実証編 ， そ して 結 びお よ び 資料編 と

な っ て い る 。

　内容に つ い て 概観 して お こ う。 理論編

の 全 5 章で は，明治初期の 「学制」以 来

今日まで わ が国で学区が どの よ うに扱わ

れ て きたかを押 さえた上で，戦後の 町村

合併や過疎地対策な ど行政上の 動 きに 引

きず られる形で 学校統廃合が頻発 して き

た こ とが指摘されて い る 。 こ こ で は各章

ごとの 説明は煩雑に な るの で ，評者の 責

任で 著者の 見解をまとめて紹介 して おこ

う 。 著者の 学校統廃合 に対す る見方 は ，

次 の 言葉 に 集約 され て い る。 すなわ ち ，

「真空 で はな く社会的事実 ・実態 として

の 教育は，その 理念 とは別 に広 く鬨家 ・

社会の 介入な くして は存在 し得な い とい

う構造的， 社会学的認識が必要で ある」

（45頁） とい う文言 に 現われ て い るよ う

に ，著者の 教育観 は きわめ て 現実的で あ

る 。 と りわ け学 校統廃合 と い う局面で

は，教育の 論理 だ けで は到底説 明がで き

ない 現実 的 メ カ ニ ズムが 働い て お り，

もっ とい え ば政治 ・行政 あ るい は経済の

論理 が 先行 した統廃合劇が 展開 され た，

と著者は言い た い よ うで ある v

　著者 に よれば，戦後の学校統廃合を加
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速させ た第 1の 契機 は昭和28年の 「町村

合併促進法」 で あ り，第 2 の 契 機は昭和

31年の 「新市町村建設促進法」 で ある。

い ずれ も第
一

義的に は ， 教育行政 とい う

よ りは
一

般行政 レベ ル で の 法律施行で あ

る 。 実際 これ らの 法律に 追随す る形で ，

文部省は昭和32年 「学校統 合実施の 手引

き」 を作成 し教育委員会を指導 して い く

こ ととな る。 さ らに 昭和33年，
「義務教

育諸学校施設費国庫負担法」 およ び 「同

施行令」 で 統合に 伴 う財政支援が強化さ

れ る 。 第 3 の 契機 は，昭和 45年の 「過疎

地域対策緊急措置法1 で ある。 そ こで は

過疎地 の学校統廃合に対 して 財政上の 優

遇策が施 され て お り，それ まで の 町村合

併 とはや や異な っ たベ ク トルで 学校統廃

合促進 作用が働い た 。

　お よ そ こ れ らの 3 つ の 契機に よ っ て ，

明治期以来の 「お らが村」 の 学校の 多 く

は，適 正規模の教育環境確保の 名目の も

と統廃合計画の渦に巻 き込 まれて い っ た

の で あ る 。 時 と して 強引な学校統廃合実

施が ，対象地域住民に根強い抵抗を引き

起 こ し， 全 国各地で 反対運動，同盟休校

さ らに は行政訴訟が展開された 。 さすが

に こ の 事態は文部省を して 無理 な学校統

廃合を止 め るべ くい わゆ るU 夕一 ン通達

（昭和 48年）を 出 さ せ る こ と と な っ た

が ， 逆 に そ れが各地の 反対運動を活性化

させ る皮肉な結果を招い た 。 従 っ て戦後

日本の 学校統廃合 とは ， 政府部内で の 文

部省の 立場お よ び地方 自治体の 知事部局

と教育委員会との 関係の 中で ，

一
般 行政

上 の 政 治 力 学の 《教 育 的副 産 物》 （評

者） と して 生起 した きわ め て社会構造 的

な現象 とい える 。 そ して この学校統廃合
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に 起因す る様 々 な行政 VS 保護 者 （ない

し住 民）間の トラ ブ ル は，その 多 くが就

学児童 ・生徒数の 極限的減少に まで 行き

着 くこ とで ，統合やむな しとい うな し崩

し的 自然消滅 を迎え た こ とが 説明 され

る 。

　 理 論編の 後を 承 けて の 二 つ の 実証編

は，各章がすべ て 個別地方自治体で の 学

校統廃合に か らむ紛争事例の 紹介で あ

る。 そ れぞれの ケ ース が実に詳細に 調査

分析 され て お り，住民側勝訴 とな っ た著

名判例 「富 山県 ・立 山小学校統廃合事

件」 などの裁判闘争や幾多の政治闘争の

様子が地域社会学あるい は政治社会学的

筆致で 綴 られて い る。個 々 の 紛争に つ い

て は ， こ こで は到底触れ る こ とはで きな

いが ，実態調査に 裏づ け られ た迫力は十

分感 じさせ る内容とな っ て い る。

　さて最後に評者の 思い を，簡単に述 べ

て み よ う。 本書の 真骨頂は，学校統廃合

をフ ィ
ール ドと しっ っ ，制度 と して の 教

育を政治的な付置状況の 中で 描い て 見せ

る視 点に あるとい え る 。 徹底 して 1統合

政策 の 契機 が 教育 の 領域 外 で あ っ た」

（44頁） こ とを示そ う とする姿勢は，教

育 の社会学的研究と して は本道 を行 くも

の と して 高 く評価 したい 。 ただ気に な っ

たの は，統廃合の 抗争プ ロ セ ス に意を注

ぐ余 り，そ の 狭間に い る児童 ・ 生徒の 風

景が あま り見えて こない こ とで ある 。 著

者 に は本書以外の場で ， 統廃合 と子 ども

の 係わ りに つ い て の 業績 もあ るだけに ，

残念な気 もしない で はない
。 そ して こ れ

は著者 の 責任 で はな い の だが ，学校統廃

合の 歴史が常 に紛争が らみで あ っ た とは

限 らない の で あ っ て ， 成功裡 に成し得た
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ケ ース も多 々 あると思われる 。 とすれば

本書の タイ トル は，正確に は r学校統廃

合紛争の社会学的研究』 とな るべ きだ と

思 う。 もち ろん 出版す る上で の ネ ー ミン

グの 問題 も介在するの で ， そ れは それで

結構なの で あるが……
。 その よ うな思 い

に か られつ つ も， 著者の 長年に わた る地

道な研究成果に対 して は ， あ らた めて 敬

意を表 した い
。

　　　　◆ A5 判　492頁　本体8，4GO円

　　　　　　　　　　　 御茶の水書房

圏 　書 評　■

江淵　
一

公 ［編著］

『トラ ン ス カ ル チ ュ ラ リ ズム の 研究』

京都大学 江原 武一

　この 本の タイ トル に もな っ て い る トラ

ン ス カル チ ュ ラ リズ ム とは，最も広義に

は ， トラ ン ス ナ シ ョ ナ リズ ム の 進行の 結

果生 じる生活様式の 変化過程全体をさす

言葉で あ る 。 そ の 外面的に わか りやすい

例 は ， 日本人の 生活で はす っ か り定着 し

た和洋折衷の 建築様式や 和洋両用の 服装

や食生 活な どに み る こ とが で きる 。

　 しか しこの 本の編著者に よれ ば，厳密

な意味で は， 2 っ （以上）の文化が接触

する こ とによ っ て そ の い ずれの要素 も含

みなが ら， しか もその い ずれで もない
，

い わば第 3 の 文化の 生成の 可能性に言及

する とき， この 言葉の もっ ニ ュ ァ ンス が

最 もよ く伝わ っ て くる とい う 。 っ ま り既

存の 文化を 「超 え る 」 （trans −） 文化 が

出現する状態が 狭義の トラ ン ス カル チ ュ

ラ リズム で ある。

　 た とえ ばア ルゼ ン チ ン の 下層階級の 人

び との 音楽だ っ た タ ン ゴ は，ヨ ー
ロ ッ パ

や 日本 を経 由 して （つ ま り トラ ン ス ナ

シ ョ ナ ル な経験を経て ）広 く世界に 知 ら

れるように な り， グロ
ーバ ル な音楽とし

て その 地位を確立するとともに ，発祥地

の ア ル ゼ ン チ ン に環流 した ときに は，す

べ て の 人びとに 愛 され る国民音楽 と して

歓迎 されたが ， トラ ン ス カ ル チ ュ ラ リズ

ム はそ う した 文化的過程や状態ない しは

効果をあ らわす ときに用い られる 。 二 国

問交渉な どで 活躍する国際弁護士や 国際

会計士 とい っ た新 しい 専門職に 従事す る

人び とにみ られ る，意識的に 2国 ・2 文

化 を超 え た第 3 の 文化 と して の 行動型

（行動倫理） も， 典型 的な トラ ン ス カル

チ ュ ラ リズ ム の事例である 。

　 また こ の 言葉は ，エ ス ニ ッ ク ・グルー

プの よ うな文化保持集団を含め た コ ミュ

ニ テ ィ の 人びとの 文化の 状態 ，
っ ま り二

文化併存や文化的折衷 ， 文化的融合 な ど

を示す用語 と して 用 い られ る と同時に ，

移民 ・難民の 二世や海外 ・帰国子女の よ

うな在留民青少年，外国人 留学生 など と

い っ た 個人の 心理 的 ・行動的 レベ ル に お

け る新 しい 行動型や能力，資質な どに言

及す る用語 として も用 い られる 。

　 とこ ろで 最初の 定義に もあるよ うに ，
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